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はじめに
本稿は，ィギリスの地域開発について概説したものである。イギリスの地域開発につい
ては，わが国でも学会だけでなく，官公庁や実業界において，はやくから多くの研究がお
こなわれ，ひろく紹介されてきた1)。したがって，本稿のような概説は屋上屋を架すきら
いなしとしないが，一つには筆者自身が今後研究をすすめるための手がかりとしてまとめ
たものである。いうまでもないが詳細な論考は今後に予定されている。
イギリスの地域開発政策は二つの柱をもって推進されてきた。一つは都市の過密集積の
防止と救済であり，今一つは局地的失業の救済である。
本来，資本主義経済は利潤を追求する私的資本の自由な経済活動を前提にするという性
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格をもっているが，これを産業立地に限定していえば，私的資本の自由な立地選択が前提
になっているということである。そして，この資本の自由な立地選定は，産業が発達する
につれて，つぎのような地理的現象をもたらした。つまり，一方では立地条件の優位な地
域に産業とくに工業の集中・集積がおこなわれて巨大都市を生み出し，他方では産業の地
域的特化によって特異な産業構造が形成せられ，不況期における局地的失業を発生する母
体をなしたのである。このような資本主義経済の矛盾の激化に直面して，国家は社会福祉
政策の一蕊としての地域開発を，都市の過密集積の防止と局地的失業の救済に向けて展開
したのである2)。
そこで，吾々は，以下，過密都市およびコナーベーション（都市圏）の形成とその実
態，ならびに並業の地域的特化と局地的失業について概観し，ついでこれらに対する諸政
策の推移をおもな開発計画と立法措既にそくして検討してみることにする。
(1) わが国におけるイギリスの地域開発に関するおもな著書および論文を，学間的立湯の
如何を問わずに列挙すれば，つぎのごときものがある（アイウエオ順）。
井上孝「英国の田園都市」（『国土開発』第4巻第9号）昭和30年。同「ロンドンの
改造計画」（『都市問題研究』第8巻第9号）昭和31年。同「英国新都市の建設につい
て」（『建設と技術』第3号）昭和31年。今井敏朗「先進諸国における工業団地政策」
(『 Vファレンス』第15巻第3号）昭和40年。大川武「ロンドンにおけるオフィスの分
散について」（『都市問題』第55巻第4号）昭和39年。大蔵省「イギリスの戦前戦後の
地域開発政策」（『調査月報』第52巻第12号）昭和38年。）I島哲郎「日本工業の地域的
構成」（『経済学雑誌』第48巻第4号）昭和38年。同「イギリスの産業立地政策につい
て(1)および(2)」（『経済学雑誌』第54巻第5号，第55巻第2号）昭和41~42年。同「イ
ギリス産業立地政策の課題と展望」（『経済学雑誌』第55巻第 6 号—経済地理特集
号一）昭和41年。川島哲郎・辻悟ー「今後20年間のグ Vート・プリテンの輸送需要」
（関西鉄道協会都市交通研究所）昭和41年。川島芳郎『英国における開発地域の構想と
運営』（フェビアン・パンフ vット第3集）昭和26年。久保まち子「英国における地域
開発(1)および(2)」（『フェピアン研究』第15巻第10号・第12号）昭和39年。国立国会図
書館調査立法考査局『欧州における工業立地の現状と対策』昭和37年。同『英国におけ
る地方雇用法と経済成長政策の構想』昭和40年。同『都市問題としての土地政策一~国
連調査と英国を中心として』昭和41年。国土計画協会「イギリスの都市および地方計画
の概観」（『国土』第1巻第10号～第12号）昭和27年。小島栄次「英国経済の地域的構
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造」（『三田学会雑誌』第41巻第9号）昭和23年。後藤一郎「イギリスにおけるニュー
タウンの建設と地方自治」（『早稲田政経雑誌』第184号）昭和38年。笹田友三郎「イギリ
ス工業の地域構造とその変化一-第1次大戦を中心とする」（同志社大学『経済学論叢』
第7巻第5号）昭和32年。同「両大戦間におけるイギリスの工業立地政策(1)および(2)」
（『前掲雑誌』第8巻第2号・第4号）昭和33年。同「イギリスにおける立地問題の研
究」（『人文地理』第11巻第1号）昭和34年。佐瀕六郎『イギリスの経済開発』昭和31
年。庄司光•宮本憲一『恐るぺき公害』， VI 「公害の政治経済学」昭和39年。柴田徳衛
『世界の都市をめぐって』， 1「ロンドンは二つの中心からひるがる」昭和39年。田中総
一郎「イギリスにおける新都市の建設」（『都市問題」第45巻第2号）昭和29年。東京
市政調査会『イギリスの田園都市』（市政調査資料第10号）大正15年。富川清「英国にお
ける新都市建設(1)および(2)」（『地方自治』第91号・第94号）昭和30年。内務省地方局有
志編『田園都市』明治40年。西岡久雄『立地と地域経済』，・第8章「イギリスの工業立
地政策」昭和40年。布目真生「英国産業立地政策の成果」（『エコノミス・ト』第36年第
32号）昭和33年。藤田金一郎「ロンドン都心（旧市）の戦災と復興計画について」（『日
本建築学会研究報告』 19)昭和27年。同「英国の NewTownの進捗概況」（『前掲報
告』）。同「ロンドン地域の計画—アーパークロンピー計画以後一」（『新都市』第
10巻第 1号）昭和31年。米花稔「イギリス立地政策の経済位置論的示峻」（『国民経済
雑誌」第91巻第3号）昭和30年。同「イギリス立地政策の経営位置論的示唆」（『前掲
雑誌』第94巻第 4 号）昭和31年。同「イギリスの最近のニュー・タウン一―—地域開発の
マネジメント的接近の一例」（『前掲雑誌』第106巻第3号）昭和37年。箕輪哲「イギリ
スの工業配置政策」（『通商産業研究』昭和31年4月号）。村田喜代治「わが国工業地域
における過集積と立地政策の問題点(2)」（中央大学『経済学論纂』第2巻第3号）昭和36
年。同『日本の立地政策』第7章第3節「イギリスの立地政策」昭和37年。同「イギリス
の地域開発について一政策の歩みと新しい課題」（『前掲雑誌』第5巻第5号）昭和39
年。村松繁樹「イギリスの都市開発」（『人文研究』第16巻第8号）昭和40年。米谷英
二「ロンドン都市圏計画から学ぷもの」（『都市問題研究』第16巻第1号）昭和39年。
渡辺精一「ニュー・タウンと地域開発」（『フェピアン研究』第15巻第6号）昭和39年。
(2) イギリスの地域開発に関する文献は， イギリスで刊行されたものだけでも非常に多
く，列挙すればきりがない。したがってここでは，イギリスの地域開発の研究をすすめ
るうえで基礎的資料となる法律・白書・報告書などおもな政府刊行文献のみを以下にあ
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げておいた。産業立地政策に関する文献については，すでに川島哲郎教授が「前掲論
文」において指摘しておられるので，あわせて参照されたい。また，両大戦間に関する
文献は笹田教授，第2次大戦後については村田教授の各「前掲論文」にも詳しく引用さ
れているので参考にすると便利である。
1) Artizans and Labourers Dwellings Act, 1868. 
2) Artizans and Labourers Dwellings Improvement Act, 1875. 
3) London Building Act, 1894; 
4) Housing Act, 1921, 1923 and 1930. 
5) Housing (Rural Authorities) Act, 1931. 
6) Density of Residential Areas, 1952. 
7) Housing (Slum Clearance Compensation) Act, 1965. 
8) Report of the Committee on Housing in Greater London, Cmd. 2605, 1965. 
9) Housing, Town Planning, &c. Act, 1909. 
10) Housing and Town Planning Act, 1919. 
11) Town Planning Act, 1925. 
12) Local Government Act, 1929. 
13) Town and Country Planning Act, 1932. 
14) Restriction of Ribbon Development Act, 1932. 
15) Green Belt Act, 1938. 
16) The Green Belts, 1952. 
17) Town and Country Planning Act, 1943. 
18) Minister of Town and Country Planning Act, 1943. 
19) Town and Country Planning (Interim Development) Act, 1943. 
20) Town and Country Planning Act, 1944. 
21) The Greater London Plan, 1944. 
22) Town and Country Planning (General Interim Development) Act, 1945. 
23) Town and Country、PlanningAct, 1947. 
24) Town and Country Planning Act, 1947; Explanatory Memorandum Part 
I -General Notes, Part II-Notes on Sections. 
25) Town and Country Planning (Amendment) Act, 1951. 
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26) Development by Local Planning Authorities, Other Local Authorities and 
Statutory Undertakers, 1951. 
27) Town Development Act, 1952. 
28) Town and Country Planning Act, 1953, 1954, 1959, 1962 and 1963. 
29) Explanatory Memorandum on Planning Grants under the Town and Country 
Planning Act, 1947., 1959 (75~72). 
30) Town and Country Planning Acts 1947 & 1954, Explanatory Memorandum 
on the Revised System of Exchequer Grants to Local Authorities. 
31) Town and C~untry Planning Bil, Explanatory Memorandum, Cmnd. 562, 1958. 
32) Town and Country Planning Acts, 1954, 1959 and 1962 ; Town and Country 
Planning (Scotland) Acts, 1954 and 1959, Accounts 1963~64. 
33) Town and Country Planning (Scotland) Act, 1947, 1954 and 1959. 
34) . Housing and Town Development (Scotland) Act, 1957. 
35) Report of the Ministry of Housing and Local Government, 1964. 
36) New Towns Bil, Cmd. 6801, 1944. 
37) New Towns Act, 1946, 1952, 1953, 1955, 1958, 1959, 1964, 1964 (No. 2) and 1965. 
38) New Towns Acts, 1946~1964, Accounts. 
39) New Towns Act, 1946, Reports. 
40) New Towns Act, 1959, Report. 
41) Licensed Premises in New Towns Act, 1952. 
42) Report of tJ,l#l Ministry of Housing and Local Government, Cmnd. 2668, 1964. 
43) Industrial Survey of the Lancashire Area (excluding Merseyside) ; of the 
North East Coast Area; of South Wales; of the South West of Scotland 
(Board of Trade), 1932. 
44) Reports of Investigations into the Industrial Conditions in Certain Depressed 
Areas of (i)一 WestCumberland and Haltwhistle; (ii)-Durham and 
Tyneside ; (ii)一 South Wales and Monmouthshire; (iv)-Scotland 
(Ministry of Labour), Cmd. 4728, 1934. 
45) Special Areas (Development and Improvement) Act, 1934. 
46) Special Areas Reconstruction (Agreement) Act, 1936. 
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47) Special Areas (Amendment) Act, 1937. 
48) First Report of Commissioner for the Special Areas (England and 
Wales), Cmd. 4957, 1935. 
49) Third Report of the Commissioner for the Special Areas (England and 
Wales), Cmd. 5303, 1936. 
50) Report of the Royal Commission on the Distribution of the Industrial 
Population, Cmd. 6153, 1940. 
51) Report of the Committee on Land Utilisation in Rural Areas (Scott 
Report), Cmd. 6378, 1942. 
52) Report of the Expert Committee on Compensation and Betterment (Uthwatt 
Report), Cmd. 6386, 1942. 
53) Control of Land Use, Cmd. 6537, 19仏
54) Employment Policy (White Paper), Cmd. 6527, 1944. 
55) Distribution of Industry Act, 1945, 1950. 
56) Distribution of Industry (Industrial Finance) Act, 1958. 
57) Employment and Training Act, 1948. 
58) Distribution of Industry (White Paper), Cmd. 7540, 1948. 
59) Third Special Report from the Committee on Estfmates, Session 1956~57 on 
De.velopment Areas. 
60) Second Report from the Select Committee on Estimates, Session 1959~ 
60, Board of Trade. 
61) First Annual Report by the Board of Trade for the Period ended 31st 
March, 1961. 
62) Second Annual Report by the Board of Trade for Year ended 31st March, 
1962. 
63) Fourth Annual Report by the Board of Trade for the Year ended 31st Ma-
rch, 1964. 
64) Second Report from the Estimates Committee, Session 1964~65, Spring 
Supplementary Estimates (H. C. Paper, 122/65). 
65) Seventh Report from the Estimates Committee, Session 1962~63, Administ-
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ration of the Local Employment Act, 1960. 
66) Report of the Joint Working Party on Economy of Northern Irland, Cmnd. 
1835, 1962. 
67) Local Employment Act, 1960 and 1963. 
68) Third Special Report from the Estimates Committee, Session 1963~64, 
Administration of the Local Employment Act, 1960. 
69) Local Employment Act, …• • • Annual Report by the Board of Trade for the 
Year ended 31st March, 1961, 1962, 1963, 1964 and 1965. 
70) Statistics of Decisions on Planning Applications, England and Wales, 1964. 
71) London, Employment : Housing : Land, Cmnd. 1952, 1963. 
72) Offices, A Statement by Her Majesty's Government, 1964. 
73) Control of Office and Industrial Development Act, 1965. 
74) Investment Incentives (White Paper) Cmnd. 2874, 1966. 
75) Industrial Development Act, 1966. 
76) South East England, Cmnd. 2308, 1964. 
77) The South East Study, 1961~1981, 1964. 
78) Central Scotland, A Programme for Development and Growth, Cmnd. 2188, 
1963. 
79) The North East, A Programme for Regional Development and Growth, Cmnd. 
2206, 1963. 
80) Finance Act, 1937 and 1963. 
1 過密都市の形成とその実態
産業革命をもっともはやく経過したイギリスが，植民地を足場とする宏大な海外市場を
背景に，工業の著しい発達をとげて， 「世界の工場」 としての地位を確立したことは周知
のとおりである。
ところで，工業の発達は，工場の立地選択が私的資本の自由裁量にゆだねられていたた
めに，地理的にはきわめて不均衡な分布を示した。つまり，企業にとって立地条件の優位
な特定の地域に，極度に工業の集中と集積がおこなわれたのである。そして，この工業の
集中・集積は，多くの工業人口を吸収して，工業都市を続出するとともに，母都市を中心
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に近隣諸都市を包せつしたコナーペーション（都市圏）を形成した1)。
第 1表は，このようなイギリスの都市化の現象を表示したものである。同表によると，
都市地区と農村地区の人口比率は， 1851年には都市50.08バーセントに対して農村49.92
パーセントとほぼあいなかばしていたが， 1871年には62対38,1921年には実に80対20とい
う驚くべき変化を示し，イギリス全人口の約8割が都市に集中している。
第 2表もまたこの著しい都市化の現象をはっきりとうらづけている。 1801年のイングラ
ンドおよびウェールズには，人口 2万を越える都市は15しかなく， 10万を越える都市はロ
第1表 都市地区と農村地区との人口比率の推移
11851 1861 11871 -1881~891 ! 
（ 
1921 1931 1951 19631 
1961年現在
の面積（平
方マイル）
都市地区 50. 08 54. 60 61. 80 67. 90 72. 05¥ 79. 27 79. 981 80. 76179. 47 8, 318. 2 
農村地区 "・92 ... 40 ,._, 32. 10 27. ,1
（ 
20. 731 20. 021 19. 24 20. 53 50, 029. 2 
Adna Ferrin Weber, The Growth of Cities切 theN: 切eteenthCentury, 1965, p. 47; 
Central Office of Information, Brita切， AnOfficial Handbook, 1965 edition, p. 19. 
第2表 イギリスにおける規模別都市数と都市人口の推移
10万（茄以~ヒ·の都 都2万市乃至10万 都2万市以上の全 全都市
ロンドン 市り 全農村
喜呵人口 誓叫人口 屡門人口羹呵人口
人口
1801 864,845 14 641,331 15 1,506,176 
1811 1,009,546 2 210,484 15 619,370 18 1,839,400 
1821 1,225.694 3 393, 330'24 870,242 28 2, 489, 266 
1831 1,471,941 5 791,315 371,203,624 43 3, 466, 880 
1841 1,873,676 51,039,942 48 1,695,045 54 4, 608, 663 
18512, 362, 236 1,678,551 542,224,224 63 6,265,011 580 8,990,~64809吋6I8: , , 936,800 18612, 803, 989 60 2, 652, 558 72i 7,667,622 781 10, 960, 105, 226 
18713, 254, 260 2,617,726 
~3,671,982 
103 9, 543, 968 938 14, 041, 670, 862 
18813, 834, 354 3,864,821 1 4,754,326 14吋~12,453,501 967 17,636, 337,793 
18914, 232, 118 5,021,856 1 6,309,860 1 15, 563, 834 1,01 20,895, 107,021 
I 
Adna Ferrin Weber, op. cit., p. 46. 
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ンドン (86万）をのぞいてほかにはなかった。ところが， 1891年には人口10万を越える都
市は24に， 2万乃至10万都市は 161に増加している。したがって2万以上の人口を有する
都市は全体で185を数えて， 12倍の増加率を示した。部市数の増加に対応して都市人口も
急激に増加し，人口 2万以上の都市の場合では10倍以上の膨脹を示している。なかでもロ
ンドン，マンチェスター，バーミンガム，ニューカッスル， リバプールなどの人口増加は
とくに高率であった2)。これに反して農村人口の増加は，この90年間に 2倍にさえ達して
おらず，都市人口の増加率に比べて著しい対照をなしている3)。
もっとも，都市化の現象は，ただイギリスにのみ限られたものではない。人口の都市集
中は，当時の欧米資本主義諸国に共通した現象であり，人口 100万を越える大都市乃至コ
ナーベーションのみを列挙しても， 20世紀初頭には，ィギリスをのぞいて，ベルリン，ハ
ンプルグ・アルトナ， ミラノ，ローマ，ナポリ，パリ，プリュッセル，マドリード，ニュ
ーヨーク，シカゴ，フィラデルフィア，ボストン，デトロイト，モントリオー）レ， トロン
トなど50都市に達している4)。
第1図 イギリスの 7大コナーペーション
T. W. Freeman, The Conurbations of Great 
Britain, p. 403, Figure. より
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しかし，ィギリスの場合は，ベ
ルギーをのぞくと他の欧米諸国に
比して，国土面積の狭いわりに人
口が多く 5), しかも工業の発達が
きわめて急速であったために，人
口の都市集中は他の諸国よりもは
るかに崎形的であった。その点
で，イギリスにおける都市化は無
計画的な都市発展の典型であった
といえる。過度の集積による都市
の人口圧力は，一方ではスラムや
交通の混雑などさまざまな矛盾を
露呈し，他方では都心部から周辺
農村へ人口の移動をひきおこして
都市域を拡大した。このようにし
て， 20世紀初期には，巨大都市や
大小さまざまのコナーベーション
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第3表 コナーベーションおよびその主要都市における人口の分布
埠面61年現稲在 人 ロ (1,000人）
信ば） 1921 I 1931 1951 I 1963 
グレーター・ロンドン 721. 7 7,488 8, 2161 8,348 8, 173 
サウス・イースト・ランカシャ
I 
379. 6 2, 361 2, 4271 2, 4231 2, 450 
マンチェスター 42. 6 730 766 703 655 
ウェスト・ミッドランズ 268. 8 11, 773 1,933 2,237 2,392 
バーミンガム 79. 9 919 1,003 1,113 1,116 
セントラル・クライドサイド 324. 4 1,638 1,690 1, 760 1,803 
グラスゴー 60. 4 1, 034 1, 088 1, 090 1, 036 
ウェスト・ヨークシャ 484.5 1,614 1,655 1,693 1,723 
リ ーズ 63.5 458 483 505 514 
プラッドフォード 39.9 286 298 292 297 
マーシーサイド 150. 0 1, 263 1, 347 1, 382 1, 391 
リバプー ）レ 43. 5 803 856 789 7 40 
タインサイド I 90.2 816 827 82396 2 855 
ニューカッスル・アボン・タイン 17.3 275 283 263 
Central Office of Information, op. cit., p. 20. 
が出現したが6), そのうちのおもなものを指摘すると第3表のごとくである。 1931年現在
の各コナーベーションの人口規模は，グレーター・ロンドン822万，サウス・イースト・
ランカシャ243万，ウェスト・ミッドランズ193万，セントラル・クライドサイド 169万，
ウェスト・ヨークシャ166万，マーシーサイド135万，タインサイド83万であり，タインサ
イドをのぞくと，いづれも 100万をはるかに越える人口集中地域である。このうち前二者
は，海港・商業都市が国内外市場を背景に拡大し，他は農村工業の発達によって形成され
た鉱工業都市を中心に発展したものである7)。
ところで，イギリスの人口分布について記憶すべき一つの特徴は，バーロー報告も指摘
しているように，ィングランド南東部とくにグレーター・ロンドンヘの人口集中率があま
りにも高いことである8)。これは，いうまでもなく，ロンドンが首都であり，ィギリス最
大の商工業都市であることに基因する。海上交通の要所であったロンドンは，はやくから
国内の商業および配給機構の中枢をなしていたばかりでなく，世界貿易と植民地支配の拠
点でもあり，サービス部門の卓越した都市を形成してきたのである9)。もちろんロンドン
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における産業の集積はただサービス部門にのみ限られていたのではない。工業の集積も全
国随ーであり，業種は衣服，皮革，製紙，印刷・出版，食品，修造船，化学・薬品，金属
加工など，主として軽工業中心であるがきわめて広範囲にわたっていた。ロンドンヘのお
びただしい人口集中が，このような産業の集中・集積にけんいんされておこったことはい
うまでもない。 1801年86万であったロンドン人口は， 1851年に236万， 1891年に423万，そ
して1931年には822万に達した。両大戦間の人口集中はとくに顕著であり， イングランド
およびウェールズにおける人口増加の約3分の 1がグレーター・ロンドンに集中してい
る。ロンドン郊外に環状の居住地域を現出して都市域を拡大し，マンモス都市グレーター
・ロンドンの姿をはっきりさせたのはこの時期であった10)。
今一つの特徴は，川島教授も国際的に共通した現象として指摘しているように，人口の
都心部の空洞化と周辺部への拡散化現象である11)。疎開による戦時中の空洞化は別とし
ても，最近15年間における主要都市内部の人口は軒並に減少しており，．都市周辺部の人口
第4表 6大コナーベーションおよびその主要都市における人口増加率の推移
年次 1891 1901 1911 1921 1931 1951 1961年現
l l l l l l 在の人口
および主要都市 1901 I 1911 1921 1931 1951 11961 (1,000人）コナーベーション
ウェスト・ヨークシャ
リーズ
プラッドフォード
8. 1 4. 3 1. 5 2. 6 2. 3 0. 6 1, 708 
16. 71 4. 1 0. 9 4. 2 4. 6 0. 9 510 
5. 3 3. 1 -0. 9 2. 5 -2. 1 1. 2 295 
サウス・イースト・ランカシャ 1. s! 10. o 1: 4 2. sl -o. 2 o. 2 2, 427 
マンチェスター 7.61 10.8 2.2 4.21 -8.3 -6.01 661 
ウェスト・ミッドランズ
バーミンガム
クインサイド
ニュー カッス）レ
マーシーサイド
リバプール
グレーター・ロンドン
ロンドン・カウンティ
アウター・リング
1. 81 10. 2 8. 51 9. 0115. 1 4. 81 2, 344 
9. 2 10. 7 9. 4 8. 7・11. 0 -0. 6 1, 105 
23. 5 13. 71 6. 41 1. 41 1. 01 2. 01 
15.6 7.9 3.2 3.3 1.9 -7.7 
852 
269 
13.4 12.3 9.2 6.6 2. 7 0.0 1,386 
8.8, 5.9 6.6 6.31 -7.9 -5.5 747 
16.8 10.2 3.2 9.7 1.6 -2.1 8,172 
7. 3 -0. 3 -0. 8 -2. 0 -23. 9 -4. 6 3, 195 
27.1 30.9 -0.5 4,976 
イングランドおよびウェールズ I 12. 21 10. 91 5. ol 5. 51 9. 51 5. 31 46. 012 
Robert E. Dickinson, City and Region, A Geographical Interpretation, 1964, p. 402. 
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増加と著しい対象をなしている。これは，母都市とコナーベーションの人口増加率を比較
すると一目瞭然である（第4表）。マンチェスクー，ニューカッス）レ，リバプールの諸都市
は，この種の人口集中形態の典型であるといえる。
ところで，このような人口の過度の都市集中と無計画な都市の拡大は，地価の暴騰，ス
ラムの発生，優良農地の破壊など都市内外にさまざまの弊害をひきおこした。
地価は都市の規模によって異なり，大都市ほど高いのが特徴であるが，大都市における
地価の騰貴は，一般市民はもとより地方自治体や私的資本にとっても大きな負担となり，
土地の高度な集約的利用をよぎなくした12)。その結果，都市の過密化は拍車をかけてす
すみ，工場と住宅は無計画に混在し，労働者住宅は密集してスラムと化した。スラムにお
ける都市労働者の生活環境の悲惨な状態は， F.エンゲルスの実証的研究『イギリスにお
ける労働者階級の状態』のなかでみごとに描かれている18)。
一方，都市の過密化は，既存の都市域を拡大して，郊外農村を都市化の渦に巻き込んだ
14)。私的資本の農村への進出は，土地の農業的価値を無視し，生産性の高い優良農地を
破壊するとともに美しい風致を毀損した15)。こうして，都心部におけるさまざまな弊害
は，都市域の拡大とともに郊外農村にまで広がったのである。
(1) コナーペーション (conurbation)という用語は， PatrickGeddesが Citesin Evo-
lution (1915)のなかではじめて使用したラテン系の言葉であって， conはcontiguous,
urbは townを意味するものといわれる。その後， C.B. Fawcettが概念を一層明確化
した。彼はコナーベーションを「連続する都市地域 (continuouslyurban area)」とい
う厳密な意味でとらえ，「連続する住居，工場およびその他の建物，港湾， ドック， 公
園，運動湯などで占められている地域であって，田園地 (ruralland)で分断されてい
ないもの」と定義している。それ以来，この用語は，パーロー報告書にも用いられて一
般化するようになった。わが国では，しばしば「都市圏」という用語をもってこれにあ
てている。また，「市街連たん地域」という訳語もみられる (T.W. Freeman, The Co-
nurbations of Great Britain, 1966, pp. 1~2 ; 村田喜代治「イギリスの地域開発につ
いてー政策の歩みと新しい課題ー」『前掲雑誌」 4ペー ジ）。
(2) Robert E. Dickinson, City and Region, A Geographical Interpretation, 1964, p. 
402, Table. 
(3) Adna Ferrin Weber, The Growth of Cities in the Nineteenth Century, 1965, pp. 
46~47. 
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(4) Royal Commission on the Distribution of the Industrial Population, Report 
(Barlow Report), Cmd. 6153, 1940 (reprinted, 1963), p. 12. 
(5) Ibid., p. 13. 
(6) 統計などで正式に用いられているものは，第3表にあげた 7大コナーペーツョンであ
るが，それ以外の中規模（人口25万乃至70万）のものを列挙すると，つぎのごときもの
がある。サウス・ウェールズ炭田地区（人口64万），ツェフィールド地区 (61万），ノッ
ティンガム地区 (51万），プリストル地区 (50万）， ランカンャ炭田地区 (46万）， ポー
ツマス地区 (41万），コベントリー地区 (40万），陶業地区 (37万），ティースサイド (3
6万），ハル地区 (35万）， vスター地区 (31万）， ナリー郊外地区 (30万）， 工セックス
郊外地区 (29万），プライトン地区 (28万）， カーディフ地区 (28万）， ポーンマス地区
(27万），バーンスリー地区 (26万），ファイルド地区 (25万）など。 もちろん， これら
の地区がすべて過密都市圏であるというのでもなければ，過密都市対策の対象にすべき
であるというのでもない。これは T.W.フリーマンによるコナーペーツョンの指摘の
紹介にとどまる。
(7) Barlow Report, op. cit., pp. 29~30. 
(8) Ibid., pp. 15~ 16. ぐ
(9) P. G. Hall, The Industries of London since 1861, 1962, p. 21. 
UO) James H. Johnson, The Suburban Expansion of Housing in London 1918~1939, 
Greater London ed. by J. T. Coppock & Hugh C. Prince, 1964, pp. 142~146. 
Ul 川島哲郎「イギリスの産業立地政策について(1)」（『前掲雑誌』） 8ペー ジ。
⑫ Barlow Report, op. cit., p. 94. 
⑬ F. エンゲルス『イギリスにおける労働者階級の状態』（『マルクス・エンゲルス全集』
第2巻所収，大月書店）参照。
閥 F.エンゲルス 大内・向坂監訳『反デューリング論 Cn)』（マルクス・エンゲルス
選集第12巻，新潮社阪） 39ペー ジ。
U5) Barlow Rゅort,op. cit., p. 96. 
2 産業の地域的特化と局地的失業
過密都市対策と並んで地域開発の対象となったのは局地的失業の問題である。そこで，
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われわれはつぎに，局地的失業を発生せしめる要因となった産業の地域的特化と局地的失
業の実態について検討してみよう。
本稿の冒頭でふれたように，資本主義経済下における産業の立地は，基本的には私的資
本にとってもっとも有利な地域を指向するが，近代工業の成長期にあたる産業資本主義時
代のイギリスでは，一部の地域（ロンドンなど）をのぞくと，産業とくに工業の立地は産
炭地およびその周辺部に集中してあらわれ，これが今日にいたるまでイギリスの産業分布
の骨格をなしてきたのである1)。個々の産業の立地要因について，今ここで深くたちいっ
て検討する余猶はないが，総じていえば産炭地およびその周辺部における工業の集中・集
積は，市場の所在，労働力の分布，伝統的技術の存在などの影響もさることながら， 18世
紀中葉以後約1世紀半にわたって，当時の成長産業が石炭や鉄鉱石のごとき原料資源およ
び動力資源につよくけんいんされて立地したためにみられたものである。主要工業地城で
あるクライド河谷地域，北東海岸地域，北西海岸地域，サウス・イースト・ランカシャ，
ウェスト・ヨークシャ，イースト・ミッドランズ，サウス・ウェールズなどはいづれもそ
の適例といえる2)。
ところで，当時のイギリス工業の集積にみられる一つの大きな特徴は，成長産業のうちの
それぞれの特定部門が特定の地域につよく緊縛されて立地するという産業の地城的特化の
現象である。これを各工業地域の側からみれば，特定の産業部門にその地域の経済が高度
に依存するという，特異な産業構造の形成を意味する。じじつ，第5表に明らかなように，
クライド河谷地域，北東海岸地域，北西海岸地域，サウス・イースト・ランカシャ，サウ
ス・ウェールズなどは，石炭を中心に鉄鋼，造船，繊維など，いくつかの産業部門の生産に
きわめて高い集中を示している。その点で，これらの地域は，多角化した産業構造をもっ
た市場立地型の工業地域であるロンドンやバーミンガム地域と著しい対照をなしている。
このような産業の地域的特化は，一面では経済合理性に卓越するという性格をもってい
るが，他面では経済変動を敏感に反映するという経済的に不安定な性格を併せ有してい
る。いいかえれば，特定産業の消長や景気変動による各地域の基礎産業の浮沈が，そのま
まそれぞれの地域経済の繁栄乃至衰退となってあらわれる傾向をつよくもつということで
ある。実際， 20世紀前半とくに両大戦間には，このような現象がきわめて集約的に露呈さ
れたのである。
19世紀末期以後，イギリスの経済構造には， 1)輸出の停滞や貿易構造の変化をはじめ
2)電力や石油の進出によるエネルギー源の転換， 3)新しい産業の成長などさまざまな
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第6表海外輸出の品目別推移 （単位 100万ボンド）
I石炭！鉄鋼 綿製品毛製品船舶機械化学製品いい悶｀
1920 120.3 128.9 401. 4 139.3 26.6 70.5 40.5* 18.8 (19.1) 
1923 109.9 76.2 17:-4 60.1 9. 7 48.5 25.7 8.0 
1926 20.5 55.1 154.3 50.2 4.6 49.1 21.7 17.2 
1929 52.9 68.0 135.4 50.5 15.5 59.6 26.6 20.7 
1932 34.3 28.0 62.8 21. 7 3.9 30.3 18.5 13.3 
1935 34.6 37.1 60.2 26.0 3.1 40.9 21. 3 18.9 
1938 40. 7 42.9 49.7 23.6 8.5 60.7 22.1 24. 7 
＊カッコ内の数字は1921年の輸出高。
B. R. Mitchell & Phyllis Deane, Abstract of British Historical Statistics, 
1962, pp. 305~306. 
変化がおこったが，なかでも前二者は旧来の基礎産業に大きな打撃を与えた。輸出の停滞
と貿易構造の変化の影響は第6表にはっきりと示されている。両大戦間の一般的不況期に
おいてさえ，機械および化学の新しい産業部門の輸出には，さほど大きな変化がみられな
かったが，旧産業のそれは，石炭・鉄鋼・造船が3分の 1に，綿製品が8分の 1に，羊毛
製品が6分の 1に，それぞれ大巾に縮少している。石油の進出や生産技術の発達による熱
効率の向上が石炭産業の衰退に拍車をかけたことはいうまでもない。
このようにして， 20世紀初期には，一方では旧産業が著しく後退し，他方では新産業が
時代の脚光をあびて急速に成長するといった新旧両産業の交替化現象がみられた3)。この
新旧両産業の交替化の過程は，両グループの盛衰状況を比較した第7表にきわめてはっき
りと示されている。 1923年以後の15年間に，機械および化学工業を中心とする一連の新産
業は，被雇用者数において2倍乃至4倍の成長をとげたのに反し，石炭・鉄鋼・繊維など
の旧産業はほぼ2分の 1に縮少している。とくに旧産業の衰退は著しく，比率では新産業
の成長率よりも小巾であるが，被雇用者の実数では比較にならないほど圧倒的変化，づま
り減少を示しているのである。
それはともかく，旧来の基礎産業の縮少は，これらの産業に特化した特定の工業地域の
経済的甚盤を掘り＜づして慢性的不況地域たらしめるとともに，恐慌期には経済的破綻を
招いて厖大な失業者を発生せじめた。
衰退産業に特化した不況地域の失業状態を，後年政府の指定をうけた開発地域について
概観すると第8表のごとくである。両大戦間は全般に失業率の比較的高い時期であった
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第8表 開発地域における失業者数と失業率 (1932~1948)
（カッコ内は失業率）
~ 年月 サウス・ ＼ ノー ス・ ウェスト ウェール サウス・ スコット 全開発 グレート・イースタ ・カンノゞ ズおよび レクザム ランカシン ランド モンマス ャ ランド 地域 プリテンシャ
1932(6月） 26(838, 9彩39）1 1(456, 2彩73） 20(24, 15%47 ) (836, 9彩00）,-3(392, 6彩12） 285, 027, 820, 298 2, （ 839, 304 (35彩） (38%) 22.5彩）
1937(,,) I llO濡 8, (52635 ) 102, (02016) 1 4,(6182 ) 23, (31942) 1161, (01871 ) 410,(41581 ) 1,335, (1082 ) 
110 290 768 12,102 潤 問13,6611 38, lt~I 103,363 1945(II)('1.5) (2) (2. 5) (2) (1. (1) 
1946(II) 49,~ 悶3,209 58,561 2,1(68 ) 6, 1悶I52, 157l 171. 287 376(2 ,168 (7.5) (10.5) ((5. 5) (7) .5) 
1948(,,) I 26·~ 悶 1, 2801 32, 791 1, 5311 3, 4111 36, 0~51 101, 939 274,120 (3) (6) (5.5) (3) ((4) (2) 
Board of Trade, Distribution of ln1加stry,Cmd. 7540, 1948 (reprinted 1965), pp. 
42~44. 
が4), 開発地域に指定された不況地域の場合はとくに高率の失業を記録し， 1932年6月に
は全開発地域の平均失業率は38バーセント，失業実数は82万に達した5)。この開発地域の
平均失業率はグレート・プリテンのそれのほぼ2倍にあたっており，実数ではグレート・
プリテン全失業者数の7分の 2を占めている。個々の地域についてみると，鉄鋼業に特化
したウェスト・カンバランドは46パーセント，石炭と鉄鋼に産業基盤をおくサウス・ウェ
ールズは41バーセント，石炭・鉄鋼・造船の3部門に生産の集中を示すノース・イースタ
ンは38.,~ーセント，石炭•石材のレクザムは36バーセント，石炭・鉄鋼・造船の 3 部門に
傾斜したスコットランドは35パーセント，石炭と繊維の比重の高いサウス・ランカシャは
32バーセントなど， i日来の基礎産業に高度に依存する不況地域は，いづれも30乃至50パー
セントにのぼる高率の失業者を出している6)。なかでも，とくに深刻であったのは失業者
数の多いノース・イースタン（約27万）， サウス・ウェールズおよびモンマスシャ （約20
万），スコットランド（約29万）である。これらの地域では，産業活動がとくに特定の部
門に限定されていたために，市場の狭陰性や外部経済の欠如など産業立地上の不利な条件
が重なって，新しい成長産業の立地がみられず，地域内再雇用の機会がきわめて少なかっ
たのである。その結果，青年層を中心とする優秀な労働力の危大な流出がみられるととも
に，これらの地域の経済的基盤はますます弱体化する傾向をつよくしたのである7)。
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(1) 川島哲郎「イギリスの産業立地政策について(1)」（『前掲雑誌J)14ペー ジ。
(2) Royal Commission on the Distribution of the Industrial Population, Report 
(Barlow Report), Cmd. 6153, 1940 (reprinted 1963), p. 30. 
(3) PEP (Political and Economic Planning), Report on the Location of In血stry,
1939, p.p. 48~50. 
(4) William H. Beveridge, Full Employment in a Free Society, 1945, p. 47, table. 
(5) Board of Trade, Distri如tionof Industry, Cmd. 7540, 1948 (reprinted 1965), 
p. 5. 
(6) Ibid., pp. 42~45. 
(7) Ibid. p. 7; J. H. Dunning and C. J. Thomas, British Industry, C加ngeand 
Development in the Twentieth Century, 1963, pp. 70~71. 
3 過密都市対策
過密都市対策と産業立地政策とは地域開発の両輪をなし，密接不可分の関係にあるた
め，両者を別々に論ずることにはいろいろと問題がある。 とくに第2次大戦後において
は，地域開発に関する計画および立法措骰は，両者を同時に遂行する意図を示している。
しかし，ここでは便宜上，両者を別々にとりあげることにした。
〔I〕 第2次大戦前の政策
(a) 田園都市の構想
イギリスにおける過密都市対策は住宅問題にはじまるといわれるが，ロバート・オーエ
ンによる理想都市の建設以来，多くの進歩的識者によって，都市から農村への工場および
労働者住宅の移転，田園地帯における新都市建設の運動が展開されてきた。しかし，これ
らの事業はいづれも建設途上で挫折したり，きわめて小さな成果に終っている。
都市建設の企画が与論の注目をあびるようになったのは，今日の新都市 NewTownの
先駆である田園都市 GardenCityの建設以後のことである。田園都市の思想は， 19世紀
末期ハワード EbenezerHowardが，先覚者の経験や議論に示唆されて提唱したもので
あり，その構想は彼の著書 GardenCities of To-morrow (1902)に詳しく展開されて
いる。彼は若干の進歩的資本家および共鳴者の協力をえて，1899年に田園都市協会Garden
City Association (現在の「都市および農村計画協会」 Townand Country Planning As・ 
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sociationの前身）を創設し，幾度か大会を開いて与論の喚起に努めた1)。この運動は，
1903年ついに実を結び，ロンドンの北方35マイルのレッチワースに世界最初の田園都市が
建設された。
都市の規模は，面積4,560エーカー，完成時の目標人口 3万乃至3万5千という比較的
小さいものであった2)。都市計画は，この地区が既成の工業地域から離れているために，
経済の自給自足化を念頭において策定され，都市域は住宅地区，商業地区，工業地区，農
業地区に4区分して配置された。住宅地区は市民に健康で快適な生活条件を提供しうるよ
うに考慮がなされ，工業地区とは一定の間隔をおくとともに，建蔽率も 1エーカーにつき
12軒以下に制限された。
土地の管理と運営は，第一次田園都市株式会社 FirstGarden City Ltd. がこれをおこ
ない，工場用地は990年，商業用地所は99年，住宅地は99年乃至990年の長期更新契約のも
とに，きわめて低い地代で貸与された3)。
さらに， 1920年には第2の田園都市がウェルウィンに誕生した。都市の規模は，面積
3,200エーカー，完成時の人口 4万乃至5万で，レッチワースとほぼ同じ程度の都市であ
り，ウェルウィン田園都市株式会社が土地の管理と運営にあたっている4)。
このほか，田園都市とは性格を異にするが，過密都市人口を分散させるために，母都市
の郊外にいくつかの住宅衛生都市の建設がおこなわれている。マンチェスターのウイゼン
ショウ団地やリバプールのスペック団地などはその好例である5)。
(b) 住宅および都市計画法 Housing,Town Planning, &c. Act, 1909. 
これは， 1)都市計画の策定， 2)県衛生官の任用と義務に関する条項の追加， 3)県
公衆衛生住宅委員会の設骰，を規定した法律であり8),主たる目的は，労働者の健康およ
びモラル，性格などを改善すろために，健康な家庭，美銀をそなえた家屋，快適な町，威
厳のある都市や健康的な郊外を確保することにあった'1)。そして，地方自治体には，充分
な衛生状態，アメニティ，便利さを備えた都市計画を準備し，不適当な発展を防止するた
めに，現在開発中かあるいは開発の可能性のぁる地区に対して統制を加える権限が与えら
れた。しかしその成果はきわめて微々たるものであった。
1919年，住宅および都市計画法は第 1次修正がおこなわれた。修正法は，人口 2万以上
のバラおよびアーバン・ディストリクトに対して，都市計画の準備を義務づけたほか，国
家住宅補助金制度の構想を打出し，労働者階級の住宅水準を引上げることを規定した。し
かし，この法律もまた都市計画の水準を高めることができず，従来の古い公衆衛生と住宅
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の統制を踏襲するにとどまった8)。
(c) 都市計画法 TownPlanning Act, 1925. 
269 
これまでの都市対策は住宅問題が中心であり，都市計画そのものは遅々としてすすんで
いなかった。しかし，ようやく都市問題は住宅政策のみではないという認識が深まり，同
法は都市計画を一応住宅問題と切り離して推進することを規定した9)。この法律は，多く
の難題を残しながらも，住宅対策に埋没していた従前の都市政策を住宅偏重主義から解放
した点で一歩前進するものであった。
(d) 地方自治法 LocalGovernment Act, 1929. 
従来，カウンティ・バラをのぞくと，都市計画をすすめる地方的レペルの行政単位は，
ディストリクトであったが，この種の地方自治体の行政規模は一般に小さく，財政的にも
貧弱であった。地方自治法は，このような行政単位の小規模性に基因するさまざまな欠陥
を除去するために，県に対して都市計画に参画する権限を与えた。つまり，県は合同計画
委員会の構成メンバーになるか，さもなくばディストリクトの放棄した権限を行使するこ
とを要求されたのである10)。 これは都市計画の規模が拡大され，水準が高度化したこと
を意味する。
(e) 都市および農村計画法 Townand Country Planning Act, 1932. 
この法律は，都市計画の対象になる地域を既開発地域に限定せずに未開発の農村地域に
まで拡げ，地方自治体の権限を一層強化した都市計画史上一つの画期をなすものであっ
た11)。個々の土地区画は，所有者にのみ関心のある孤立した単位ではなく，国家にとって
も法的関心を示さざるをえない，より大きな全体の一部分を構成するものとみなされ，国
家の強い規制のもとにおかれた。そして，これに違反した場合は，いかなる私的開発であ
ろうとも無償撤去を命ぜられた。この法律によって都市の計画化は以前に比べてはるかに
容易になったが，第2次大戦の勃発によってみるべき成果をおさめることができなかった。
それ以後，大戦中の1943年には，「都市および農村計画大臣法」 Ministerof Town and 
Country Planning Act, 1943. ならびに「都市および農村計画（臨時開発）法」 Townand 
Country Planning (Interim Development) Act, 1943. が制定され，これらの法律にも
とづいて都市および農村計画を推進する専管機関が創設されたほか，従来計画対象からも
れていたすべての土地が「計画決議」 PlanningResolutionの支配下におかれた12)。さ
らに， 1944年にはバーロー報告およびスコット報告の提案事項を立法化した「都市および
農村計画法 (1944年法）」が，戦後の1945年には「都市および農村計画（一般臨時開発）法」
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Town and Country Planning (General Interim Development) Act, 1945が相ついで
公布され，従前の法規の強化ないし手直しがおこなわれた。土地の強制買収と収用手続の
簡素化，補償基準価格の1939年価格への据置，戦争被災地の復興や過密地区の改良に対す
る国庫補助，臨時開発をめぐる拒否•取消および直接行動に関する地方自治体の権限強
化，都市および農村計画大臣の地方自治体に対する統制委譲と検閲権の強化などが，これ
らの法律の主たる内容をなすものであった18)。
(f) 緑地帯（ロンドンおよびホーム・カウンティーズ）法
Green Belt (London and Home Counties) Act, 1938. 
緑地帯法の目的は，ロンドン都市圏の周囲を一定地域にわたって緑地化し，巨大都市ロ
ンドンの膨脹を防止することにあった14)。
電力と石油の登場は，多くの工業を炭田地帯への緊縛から解放し， 巨大消費市場であ
り，危大な労働人口をかかえたサウス・イースタンとくにロンドンヘ移動せしめた。した
がって，イングランド北部やサウス・ウェールズ工業地帯の失業者は，ロンドン周辺に立
地した新しい軽工業に職場を求めて殺到した。このためロンドン都市圏における産業の集
中・集積はいちじるしくすすみ，人口は加速度的に膨脹した。
このような事態に対処する目的で設立されたのが， 「グレーター・ロンドン地域計画委
員会」 GreaterLondon Regional Committee (1927)である。時の保健相N・チェンバ
レンは，同委員会に対してロンドン都市圏と，衛星都市および新規開発地区とを分離する
ために，両者の間に農業地帯をおくべきかどうかについての検討を命じた。この諮問に対
して，委員会は，技術顧問 R• アンウィンの提案を採択し， 1)市民のレクリェーショ
ン用地の緊急確保と， 2)農業地帯に代る環状緑地帯 greengirdle, green beltの造成
を勧告した。この勧告にもとづき，ロンドン県議会は， 1935年建設計画 Londoncounty 
council's schemeを立案し，関係諸県の協力をえて緑地帯の造成に着手した。そして数
カ月後には， 18,000エーカーにのぼる土地取得の準備を完了したが，土地取得の実行段階
で地方自治体の権限強化の必要が生じ，本法制定 (1938)のはこびとなったのである。本
法では，契約による土地取得と緑地帯用地であることの公示，緑地帯用地の販売および関
係官庁の許可のない開発の禁止などの事項が規定された。いらい今日までに， 35,500エー
カーの緑の空地が上記の計画と本法によって確保されている。紙幅の都合で詳細は別稿に
ゆづるが，戦後ロンドン以外の地域においても，緑地帯の建設運動がすすんでいることを
付言しておこう。
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(g) 報告および白書
戦中戦後における都市および農村開発に関する法律制定の誘因ともなり，また準備措脱
でもあったバーロー報告をはじめ一連の報告書や白書についてそれぞれその要点を記して
おこう。
「バーロー報告」 Reportof the Royal Commission on the Distribution of the 
Indu'itrial Population, Cmd. 6153, 1940. 
バーロー報告は，後述する不況地域救済のために指名を受けた特定地域コミッショナー
の勧告（『第三次報告書』）にもとづいて設けられた， M・バーローを委員長とする「産業
人口の分布に関する王立委員会（通称パーロー委員会）」の報告である。特定地域コミッ
ショナーは， 『第三次報告書』において，労働力を吸収する可能性のある新しい成長産業
が，ィングランド南東部，とくにグレーター・ロンドンとミッドランズを指向する傾向の
あることを指摘し，特定地域の経済的沈滞と局地的失業を解消するためには，国家が積極
的に「小規模製造業，配給業，小売業および公益事業や他地域では成功の可能性のない特殊
な生産物の製造業をのぞいて，グレーター・ロンドン地域におけるこれ以上の工場建設を
禁止し」，特定地域に対しては，金融措i贄を講じて工業誘致に努めるように勧告した15)。
政府は，この報告書を下院で検討したのち， 1937年7月に前述のバーロー委員会を任命
し，次の 3点の事項を諮問した。
1)グレート・ブリテンにおける現在の産業人口の地理的分布に影響をあたえた諸要
因，ならびに将来おこりうべき産業人口の分布の変化方向の調査16)。
2)大都市あるいは特定地域における産業または産業人口の集中によって生ずる社会的
・経済的・戦略的不利益の考察17)。
3)国家的利益のために，若しありとすれば，いかなる対策 RemedialMeasuresがと
られるべきかを報告すること18)。
この諮問に対して， 2年1カ月にわたる調査・検討の後に答申された報告が，イギリス
産業立地史上で有名なバーロー報告であり， 1939年8月に完成し，翌40年 1月に出版され
た。
以上でも明らかなように，バーロー委員会の任命の誘因は，過密都市対策よりはむしろ
不況地域における経済的沈滞を救済することであったが，諮問事項やバーロー報告の内容
は，産業立地問題一般とともに過密都市問題とも真正面から取り組んだものであり，以後
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両者は不可分の一体として，イギリス地域開発政策の両輪をなしている。
さて，この報告書は，序論と4部（第1部 諸要因，第2部 社会的・経済的・戦略的
不利益，第3部 全般的調査に関する諸項目，第4部 対策）および留保事項，少数派報
告，アーバークロンビー教授の覚書，多数派報告の付録からなっており， 320ページにわ
たる産業と人口の分布についての総括的報告である19)。報告書の詳細な紹介は今後にゆ
ずるが，各部の内容の要点を指摘すればつぎのとおりである。
まず序論では，チャールズ・プースによる「ロンドンの生活と労働」に関する調査以後
のさまざまな都市計画や立法措置の推移を概説して，これらの政策が国家的立場 National
Standpointからなされていなかったことを指摘し， ついで世界的傾向でもある都市化の
現象を他の諸国と比較しつつ，イギリスの都市化の特徴と進行過程の考察をおこなってい
る。
第1部は，第1次大戦前後における産業人口の集中の諸要因の考察を課題とする。前半
では，大戦前の産業人口の地理的分布と市場および生産技術の変化との関係，商業都市と
工業都市への人口集中の類型的考察，外部経済と産業の地域的集中との関係，おもな工業
・地域の性格などが検討され，後半では，最近の人口変化のほか，ロンドンおよびホーム・
カウンティの工業発展や衰退産業，交通および軽工業の発達などと人口分布との関係が簡
潔に論述されている。
第2部は，産業および産業人口の集中のもたらす社会的・経済的・戦略的不利益の検討
にあてられている。
社会的不利益としては，不良住宅やスラムの発生と拡大， レクリェーション空地の不
足，交通の混雑，公害（煙害と騒音）などがあげられ，これらの不利益が都市の無計画性
に基因することを指摘して， 1)過度集中地区の再開発を強化すること， 2)産業および
産業人口を過密地域から分散・疎開させること， 3)ロンドンの膨脹を防止すること，な
どの対策を勧告している。
経済的不利益としては， 1)地価騰貴による用地買収費負担の増大， 2)交通の混雑に
伴う時間の浪費， 3)労働者の長距離通勤による疲労および疲労にもとづく生産能率の低
下，などをあげている。
戦略的不利益については，おもに空爆による被害を想定して検討され，産業および産業
人口の分散・疎開を勧告しているo
第3部では，現行の計画・法制および実施上の欠点，現行の都市および農村計画法制下
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における補償と不動産価値の増加の問題，田園都市・衛星都市および工業団地，人口の将
来，特定不況地域の問題，都市の類型と過密問題，ロンドンの人口•工業・交通および計
画の問題，リジョナリズムと工業配置など，全般的調査に関する諸問題が検討されるとと
もに，さまざまな対策提案がなされている。
第 4 部は，産業および産業人口の過度の集中がもたらす社会的•経済的•戦略的不利益
を解消するために，政府が緊急手段をこうずべきことを要求して， 9カ条にわたる救済策
を提案している20)。これを要約するとつぎの2点にしぼられる。
まず第1に，問題の性格と緊急性に照して，国家活動 nationalactionが必要であると
する。そして，その目標を， 1)過密都市域の継続的かつより一層大規模な再開発をおこ
なうこと， 2)これらの地域から産業および産業人口を分散させること， 3)全国各地区
および各地域を通じて，産業の適正な多角化とともに均衡のとれた産業開発を推進するこ
と，の 3点においている。
第2は，全国的な規模と性格をもった中央機関 CentralAuthorityを創設し， この機
関に各省の権限外の広範な活動をおこなわしめることであった。
この報告書は，第2次大戦の前夜に完成したために，立法化は遅れて戦後に持ち越され
ることになったが，この報告でなされたバーロー委員会の勧告は，イギリス地域開発の指
針となる画期的事件であった。
「スコット報告」 Reportof the Committee on Land Utilisation in Rural Areas 
(Scott Report), Cmd. 6378, 1942. 
スコット報告は，前述のパーロー報告で提示された諸問題をさらに検討するために，
1941年10月，建設大臣の指名を受けて設けられた「農村地域の土地利用に関する委員会」
の報告であり，産業とくに工業と工業人口を農村地域に分散・誘致することが，優良農地
や田園美などの美しい農村環境を破壊せずに実行できるかどうかという点について．いく
つかの勧告をおこなっている21)。
「アスワット報告」 Reportof the Expert Committee on Compensation and Better-
ment (Uthwatt Report), Cmd. 6386, 1942. 
アスワット報告の正式の名称は，「補償と不動産の価値増加に関する専門委員会の報告」
である。アスワット委員会は，バーロー報告の勧告にもとづいて1941年1月に設けられ，
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1)土地利用の国家管理に関する補償の支払と不動産の価値増加の復元 recoveryof bet-
termentを検討し， 2)再建事業の障害をとりのぞくために，現在あるいは終戦前にいか
なる対策をとるべきか，について勧告する任務をあたえられた。この諮問に対する答申が
アスワット報告である。勧告の要点を指摘すると， 1)国家は， 1939年3月31日現在の市
場価値を基準とする公正な補償を支払って，既附発地域 built-upareas以外のすべての
土地の開発権を取得するとともに，必要な場合には，農地としての価値で土地を取得し，
使用者 developerに貸与すべきこと， 2)すべての土地は，特定の期日をもって計画決
議に従うものとみなすべきこと. 3)不動t位の価値増加の問題は，開発されたすべての土
地の年間価値増加分に対して定期的に課税（例えば75パーセント）し，価値増加の要因が
いかなるものであれ， 5年ごとに再評価すべきこと，などであった22)。同委員会は， こ
のような方法で，複雑な所有関係から派生する諸問題に対処し，地価の騰貴を押えるよう
に，政府に勧告した。
白書「土地利用の統制」 Controlof Land Use, Cmd. 6537, 1944. 
1944年4月，戦時連立内閣が土地計画について発表した見解が， 「土地利用の統制」と
題する白書である。戦時連立内閣は，このなかで，土地計画の政策目標が， 1)公的土地
売収権を強化すること， 2)私的土地所有者の開発権の行使は計画当局の統制にしたがう
べきこと， 3)補償と不動産価値の増加に関する国家政策は，公表して一般の討議に付さ
るべきこと，などにある点を明らかにした。
そして，同白嘗は現実的立場から，つぎの4つの点でアスワット提案を修正した23)。
1)すべての土地利用の公的管理比主として開発認可証 Licenseの発行によってお
こなう。
2)開発認可の付与によって生じた土地の価値増加額については，地主はその80パーセ
ントの増加税を支払う。
3)開発認可証の発行拓否による土地の価値低下については，適正な補償をおこなう。
4)価値評価および不動産価値増加分の取立業務は，国家土地委員会 NationalLand 
Commissionに帰属せしめ，地方自治体には財政的責任の伴わない計画の自由を残す。
この白書に掲示された，政府の土地利用の統制に関する方針は，前述した「都市および
農村計画法 (1944年）」に立法化された24)。
(1) Frederic Osborn and Arnold Whittick, The New Towns, the Answer to Mega-
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lopolis, 1963, p. 33. 
(2) Royal Commission on the Distribution of the Industrial Population, Report 
(Barlow Report), Cmd. 6153, 1940 (reprinted 1963), p. 280. 
(3) Barlow Report, op. cit., p. 280. 
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p. 45. 
(5) Barlow Report, op. cit., p. 282. 
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(7) J. B. Cullingworth, Town and Country Planning in England and Wales, 1964, 
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